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情報提供 

 

広島大学共創科学基盤センターは、ELSI
エ ル シ ー* ワークショップ「当事者とともに遺伝性

腫瘍と PGT-M を考える」を開催致します。 

本ワークショップでは、遺伝性腫瘍の当事者の視点から、日本の PGT-M（着床前

診断）の課題と利点を検討し、適切な知識の提供と議論の場を目指します。プログラ

ムでは、1）有識者による歴史的背景を含めた技術解説や安全性、2）当事者や団体関

係者からの具体的問題点を踏まえた体験や海外事例の共有、3）倫理的視点を含む議論

が行われます。参加者間でのディスカッションを通じ、課題や展望を共有し、PGT-M

に係る理解を深める機会を提供します。 
 

*：新規に開発された技術が、広く社会で使われるようになるためには技術面以外にも、法律や倫理、

あるいは技術を社会が受け入れるかなどを検討するものです。これら「倫理的（Ethical）・法的

（Legal）・社会的な課題（Social Issues）」をまとめて「ELSI」（エルシー）と呼びます。 

 

記 
 

 

日 時：2024 年 1 月 11 日(土)13:00～18:00 

会 場：広島大学きてみんさいラボ・オンライン開催併用 

(広島駅南口 広島 JP ビル(広島市南区松原町 2-62) 2 階) 

講 師： 

・太宰牧子 (一般社団法人ゲノム医療当事者団体連合会代表理事、NPO 法人クラヴ

ィスアルクス理事長) 

  演題：知ることで私たちに何ができるの？ 〜 医療技術の進歩と制度について

当事者目線で考える 〜 

・高橋しづこ（医学博士、産婦人科専門医、臨床遺伝専門医、シンガポール国立大学

医学部医療倫理学教室研究員） 

  演題：未来のための選択？ 〜 産婦人科医と考える着床前診断のこと 〜 

・野口麻衣子（RB（網膜芽細胞腫）ピアサポートの会） 

  演題：遺伝性腫瘍の着床前遺伝学的検査（PGT-M)  〜 当事者として感じるこ

と 〜 

・飯塚理恵（広島大学共創科学基盤センター特任助教） 

  演題：遺伝性腫瘍の当事者の倫理学者が考える PGT-M の倫理 

対 象：対象制限はありません。どなたでもご参加いただけます。  

参 加 費：無料 

定 員：現地会場は上限 25 人（申し込み順）、オンラインは制限無し 

主 催： 広島大学共創科学基盤センター 

申込方法：以下のフォームからお申し込みください。 

https://forms.office.com/r/DszFzDwJTf 

広島大学広報室 

〒739-8511 東広島市鏡山 1-3-2 

TEL：082-424-3749 FAX：082-424-6040 

E-mail: koho@office.hiroshima-u.ac.jp 

ELSI ワークショップ 

遺伝性腫瘍の当事者と着床前診断について考えるイベント 

「当事者とともに遺伝性腫瘍と PGT-M を考える」を開催します 



申込期限：2025 年 1 月 9 日（木）12：00 

 

 

※当日取材をご希望のメディアの方は、12 月 25 日（水）までに下記お問い合わせ先

までご連絡ください。 

 

 

 

 
【お問い合わせ先】 

広島大学共創科学基盤センター 
メールアドレス：cont-01@hiroshima-u.ac.jp 

 発信枚数：Ａ４版 ３枚（本票含む） 

 



1⽉11⽇（⼟）

ハイブリット開催
オンサイト会場
広島⼤学
きてみんさいラボ

（登録順25名まで）

主催 広島⼤学共創科学基盤センター 連絡先
広島⼤学共創科学基盤センター
cont-01[at]hiroshima-u.ac.jp

講演者

野⼝ ⿇⾐⼦

共催 広島⼤学卓越⼤学院プログラム
「ゲノム編集先端⼈材育成プログラム」

https://forms.office.com/r/DszFzDwJTf

オンライン参加の⽅には、
後程、参加URLを送付します。

ELSIワークショップ

アクセス

司会・進⾏

澤井 努

広島JPビルディング2F

広島⼤学 共創科学基盤センター
特定教授

太宰 牧⼦

⾼橋 しづこ

飯塚 理恵

ＲＢピアサポートの会 共同代表

NPO法⼈ クラヴィスアルクス 理事⻑
(⼀社)ゲノム医療当事者団体連合会 代表理事

シンガポール国⽴⼤学 リサーチフェロー、 産婦⼈科専⾨医

広島⼤学 共創科学基盤センター 特任助教

オンライン 制限無し

演題︓遺伝性腫瘍の着床前遺伝学的検査（PGT-M)
〜 当事者として感じること 〜

演題︓未来のための選択︖
〜 産婦⼈科医と考える着床前診断のこと 〜

演題︓知ることで私たちに何ができるの︖
〜 医療技術の進歩と制度について当事者⽬線で考える 〜

演題︓遺伝性腫瘍の当事者の倫理学者が考えるPGT-Mの倫理

13︓00〜18︓00

2025年

要事前登録 1⽉9⽇12：00まで
申し込み

メディア関係の⽅は、
下記の連絡先メール
アドレスにてお申し
込下さい。

※

（URL/⼆次元コード）


